
避難所運営協議会 発災初期の流れ

発災

区災害対策本部が避難所開設を決定

①自分と家族、近隣の安全を確認

②地域避難所に向かう
目安：震度５弱以上

③被害状況の把握・避難者の受け入れ
・地域避難所周辺の被害情報の収集
例：火は出ていないか？
倒壊している建物はないか？
避難者はどれくらい集まってきてい
るか？

・避難者の受け入れ
集まってきた避難者を、簡易受付簿を
使って受付し、校庭に受け入れる。

④避難所の開設
・避難所運営を示す旗の掲示
防災倉庫から避難所運営を示す旗を
出して正面玄関に掲示する。
・資機材の取り出し
防災倉庫から必要に応じて資機材を
出す。
例：電気が使えない⇒発電機

⑥避難者を体育館等に受入
・避難者（避難所生活者）の受入
避難者を避難者待機スペースに誘導
する。原則世帯を１つの単位とする。

★建物（体育館・校舎）の安全確認がと
れるまでは、避難者を校庭で待機させる

⑤避難所運営本部の立ち上げ

※避難所運営協議会は、災害時に避難所の運営を迅速・的確に進める組織であり、
住区エリアを基本に設立しています。
※避難所運営協議会の構成員は、住区エリア内の住区住民会議、町会・自治会、
防災区民組織、商店街、企業、ＰＴＡや区参集指定職員、学校教職員等です。
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